
とりまとめ：大森洋治

年齢 回数 採卵尾数 発眼卵数 1粒卵重 発眼率

（才）  （回） （尾） （粒） （mg） （％）

ニ ジ マ ス 冬卵 3 10月28日，
11月4日 2 72 3,911 145,152 71.5 51.5 ※1

ニ ジ マ ス 全雌三倍体 3 10月21，28
日

2 101 5,159 200,021 82.0 38.4

ニ ジ マ ス 米産ドナ 4 12月3，9日 2 11 4,708 22,887 92.6 44.2

ニ ジ マ ス アルビノ 4 11月25日 1 5 4,102 10,829 96.0 52.8

サ ク ラ マ ス 2 9月1日，9日 2 42 370 13,272 121.3 85.3

ヒ メ マ ス 3
9月2日，8
日，16日，30
日

5 215 703 38,009 133.5 25.1

マ ス ノ ス ケ 3，4 10月14日，
10月21日 2 106 866 9,026 216.9 27.3

ブ ラ ウ ン ト ラ ウ ト 4 1月4日，12
日，18日 3 13 2,190 18,264 103.8 64.1

イ ト ウ 8
3月17日，24
日，31日，4
月7日

4 14 1,992 573 134.0 4.5

富 士 の 介
（ ﾆ ｼ ﾞ ﾏ ｽ ♀× ﾏ ｽ ﾉ ｽ ｹ 偽 ♂ ）

全雌三倍体 3
10月7日，14
日，21日, 11
月4日

4 226 4,924 222,418 69.2 20.0 ※2

計 ニジマス（全雌三倍体含む） 378,889

その他マス類 301,562

総計 680,451

※1  72尾の雌の卵から必要量のみ使用した。
※2  令和2年度より出荷開始

ニジマス等採卵成績

魚種名 区分 採卵日
1尾当り
採卵数
（粒）

（6）魚病・その他 

 ふ化後 30日目から 2日間で 1池がほぼ全滅する大量斃死が発生したが，原因は不明であった。 

 

（7）異型魚（表 5） 

    系統ごとに異型率調査を行った。異型率は海産系F4が1.6%，ダム湖産系F12が1.0%，ダム本栖湖産系F1が2.6%

であった。 

表5 異型率調査結果

採集年月日

検査尾数： A
平均体重（g）

外観異常魚尾数： B
同出現率： B/A

外観異常分類
出現数
（C）

出現率
C/A（％）

出現数
（C）

出現率
C/A（％） 出現数（C） 出現率

C/A（％）

尾柄変形（捻転等） 0 0.0 0 0.0 0 0.0
咽峡突出 0 0.0 0 0.0 0 0.0

頭部短縮（キャブオール） 1 0.3 1 0.3 0 0.0
短躯 2 0.6 0 0.0 0 0.0

下顎不整合 1 0.3 0 0.0 2 0.7
鰓蓋欠損 1 0.3 1 0.3 1 0.3
背鰭欠損 0 0.0 0 0.0 0 0.0
尾鰭異常 0 0.0 0 0.0 0 0.0
胸鰭異常 0 0.0 0 0.0 0 0.0
腹鰭異常 0 0.0 0 0.0 3 1.0
背鰭異常 0 0.0 1 0.3 2 0.7
腹鰭過形成 0 0.0 0 0.0 0 0.0
背鰭過形成 0 0.0 0 0.0 0 0.0
臀鰭基底湾入 0 0.0 0 0.0 0 0.0
体上下湾 0 0.0 0 0.0 0 0.0
体側湾 0 0.0 0 0.0 0 0.0
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